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Ⅰ.評価の実施方法 

１． 評価の目的 

指定管理者の自己点検及び評価活動の一環として第三者評価機関による第三者評価を実施し、評価結果に

基づく現状把握と是正・見直しにより、業務改善を行う。 

 

２． 評価の内容 

中野区の指定管理者公募時の募集要項、業務要求水準書、施設管理運営に係る仕様書及び指定管理者が

公募時に提出した事業計画書に基づき、それぞれに記載されている各種施策・事業等の提案事項及び計画事

項についての“履行確認に基づく評価”を中心に実施する。履行確認事項については、管理運営にあたって主

要なものに限定する。 

 

３． 評価対象期間 

令和4年4月～訪問調査日（令和6年11月26日） 

 

４． 評価項目の枠組み 

事業計画書の提案事項に基づき大枠の領域として大項目を設定し、大項目の中に個別の評価項目として小

項目を設定している。 

① 大項目 「評価結果の総括」 5項目 

② 小項目 「個別評価項目」 66項目 

 

５． 評価の記述（方法） 

①小項目の評価基準は、業務要求水準書及び事業計画書で提案した事項と対比して、下表の基準により

評価を実施する。 

評価基準 基準内容 

Ｓ 優れた取組みを実施している 

Ａ 適切に実施している 

Ｂ 一部不十分な点がある 

Ｃ 実施していない 

②「指定管理者のコメント」欄には下記の点を記述する。 

・具体的な実施の手法 

・要求水準や提案事項よりも加点要素がある点についてのアピールポイント（基準を「S」とした場合） 

・不十分または実施できていない理由 （基準を「B」「C」とした場合） 

③第三者評価機関は、確認書類のチェックや目視及びヒアリング等を行い、評価の「根拠」や「評価結果の

説明・課題と推奨事項」を記述する。 

④第三者評価機関は、調査の結果に基づき「評価基準」を記述する。 

⑤第三者評価機関は、「評価結果の総括」欄について、領域ごとに特記事項を記述する。 

⑥最後に第三者評価機関は、「全体の総評」を記述する。 
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６． 評価者・評価方法 

①第三者評価機関による第三者評価 

自己評価結果を参考に、第三者評価機関は下記の根拠を確認し評価を実施する。 

(ア) 現地での目視による確認（施設環境、安全・安心、接遇、インフォメーションなど） 

(イ) 管理運営における「事業計画書」、「事業報告書」、「仕様書」、「協定書」、「各種規程」、「マニュアル」、「手

順書」などの文書類及び「運用記録」等記録類の確認（Ｐ4 「Ⅱ.確認する主な文書類（例）」参照） 

(ウ) 施設責任者や場合によっては職員に対するヒアリングによる確認 

 

②個別評価項目の基本的なフロー 
 

事実関係：実施しているか否か？ 

（評価項目） ～○○を実施しているか？ 

↓ 

「実施している」とした場合、根拠があるか否かの判断 

↓ 

実施するための「仕組み」があるか？ 

↓ 

「NO」→実施しているが不十分である 

「YES」→次のフローへ 

↓ 

「仕組み」は規程やマニュアルあるいは申し合わせ事項等で規定（標準化）されているか？ 

↓ 

「NO」→実施しているが不十分である 

「YES」→次のフローへ 

↓ 

規定（標準化）されている内容のとおり運用が行われているか？ 

↓ 

「NO」→実施しているが不十分である 

「YES」→次のフローへ 

↓ 

運用は記録されているか（根拠資料等で確認可） 

↓ 

「NO」→実施しているが不十分である 

※「NO」→ヒアリングで事実関係を検証できる場合→実施している 

「YES」→実施している 
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７． 評価の決定 

①チームによる組織的な検証 

第三者評価機関は、組織的な検証に基づき複数の評価員で協議し評価結果を導き出す。 

②自己評価と第三者評価との齟齬について 

両者の評価が著しく異なる場合は相互で調整し、評価機関側の事実誤認等が明らかになった場合は評価内

容を変更する場合がある。 

③提案事項に関する評価決定の留意事項 

・評価項目の実施時期が訪問調査日以降に予定されていることが明確な事項については、ヒアリングでの確

認に基づき、評価にその旨を明記し評価対象外とする場合がある。 

・提案した事業内容を実施していない場合でも、区との調整の上、区から実施しなくともよいと判断された事

項については、評価にその旨を明記し評価対象外とする場合がある。 

・提案した事業内容を実施していない場合でも、同等と認められる代替事業を実施している場合は、評価にそ

の旨を明記し実施していると判断する。 

 

８． 評価結果 

評価結果については「第三者評価報告書」として取りまとめ、区に提出する。 

 

 



4 

 

Ⅱ.確認する主な文書類（例） 

◼ 組織運営及び体制に関する書類 

 就業規則 

 その他人事関連書類 

 PDCAマネジメントサイクルの概要が確認できる

書類 

 業務日誌（日報・月報） 

 会議（打合せ）議事録 

 組織運営体制図・人員配置図 

 勤務ローテーション表 

 職員研修計画書 

 職員研修報告書 

 職員研修効果測定書類（小テスト、ヒアリング、レ

ポート） 

 遵守すべき法令等を特定した規程（書類） 

 独自の倫理（コンプライアンス）規程 

 個人情報保護方針や規定 

 その他個人情報保護に関するマニュアル類 

 個人情報保護に関する運用記録類（入退室管理

簿等） 

 個人情報保護体制図 

 管理運営全般に係る内部監査報告書 

◼ 利用者サービスの向上に関する書類 

 利用者会議（懇談会）の開催案内 

 利用者会議（懇談会）の議事録 

 利用者アンケート結果 

 利用者アンケート結果の公表媒体 

 上記以外の意見・苦情の把握の仕組みが分かる

書類（一言カード、目安箱等）と集約結果・公表媒

体 

 苦情対応マニュアル 

 意見・苦情対応報告書 

 自主事業に関する計画書及び報告書 

 施設案内パンフレット 

 施設独自の広報誌（紙） 

 自主事業に関するパンフレット、チラシ、ポスター 

 接遇マニュアル 

◼ 施設・設備の維持管理に関する書類 

 維持管理計画書及び報告書 

 各種点検業務報告書 

 各種日常点検チェックリスト 

 備品管理台帳 

 維持管理各種業務委託契約書 

◼ 防災・防犯、緊急時対応等に関する書類 

 防災・防犯等事故防止マニュアル 

 緊急時対応マニュアル 

 訓練（防犯・防災・消防等）計画書 

 訓練（防犯・防災・消防等）報告書 

 緊急時体制図 
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Ⅲ.評価の総括 

全体の総評 

指定管理者は、当該施設において10年間もの長期にわたる運営経験を活かし、中野区の中小企業の産業

振興を支える拠点施設となるべく着実に業務を遂行している。従業員教育や利用者の安心安全を保つ施設

の維持管理により、施設を快適に利用できる環境を維持している。 

要となるサービス事業については、多様な対象者、多様なテーマの講座を開催しており、アンケート結果に

よると満足度も高い。動画による講座開催を取り入れるなど、社会の潮流に合わせた開催方式も導入してい

る。経営相談件数、創業相談件数も上昇しており、当初の目標を大きく超えて達成している。施設の稼働率も

微増で目標を達成している。 

前指定管理期の評価（令和元年度）で散見されていた不十分な事項は、今回の評価で概ね改善されてい

る。施設運営全般に関する利用者アンケートが未実施であるなど、いくつか課題を残しているが、本社によ

る監査や、前回の第三者評価の結果から課題を抽出し、着実に対応を行った成果が表れている。改善に当た

っては、施設だけでなく本社も一体となって取り組んでおり、組織的なマネジメントが機能しているといえ

る。 

職員の入れ替わりも少なく、当施設の運営経験が蓄積されているといえる。今後も共同事業体が一体とな

り、区内産業振興の要の施設として運営に取り組んでいくことが期待される。 

 

評価結果の総括 

  

１．管理運営方針及び管理運営手法 

管理運営方針に基づいた運営を行うべく従業員教育を行っており、コンプライアンスや SDGs、個人情報

等の研修を実施している。スタッフの受講状況の確認や、理解が不足している場合はフォローアップの仕組

みがあるなど、個々の従業員に細やかに対応している点が評価できる。管理運営方針の実現への取組みと

して、責任者会議における計画進捗状況の確認内容を一般の従業員へも説明をしているほか、従業員との

定期面談で業務上の課題を拾い上げ業務に取組みやすい環境づくりを行っている。 

従業員は、当施設における勤務経験が豊富な人員が多く配置されている。所長の入れ替えがあったが、パ

ブリックビジネスや管理職経験のある人材を登用し、安定した人員配置となっている。また各種マニュアル類

を整備することで業務を標準化し、適切な管理運営を行っている。各種の講座の開催にあたっては、専門の

コーディネーターと契約し、助言や調整を受けながら多彩な企画を開催している。 

運営における情報共有や合意形成については、本社担当者を交えて各種機関会議を開催している。従業

員に対しても会議内容の説明や、資料の回覧、ミーティング等により周知徹底を図っている。従業員相互で

は、連絡ノート等を用いて日々の情報伝達に漏れがないようにしている。 
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２．サービス業務 

幅広い対象者に向け、経営支援に関する事業、創業及び新たな産業創出事業、勤労者の福利厚生及び健

康増進事業、就労支援事業等、多彩な講座を開催している。 

新型コロナウイルス感染症を機に動画による講座開催も導入しており、参加者から好評を得てニーズも高

い。利用者間のコミュニケーションを促進したい内容の場合はリアル開催、参加者の利便性を高めたい場合

は動画開催とするなど、開催方式を多様化することで利用者ニーズに応えている。 

講座で実施しているアンケートでは、講座の満足度は平均して回答者の9割を超えており、非常に高い結

果となっている。また講座参加者数の目標値も達成している。 

令和5年度の経営相談件数は177件（目標は49件）、創業相談件数は74件（目標は39件）となってお

り、目標を大きく上回り達成している。講座参加者の中から相談に結びつくケースもあり、各種の事業の連携

が上手く機能していると評価できる。 

３．施設の管理業務 

施設の維持管理については、清掃業務、施設・設備点検業務ともに協力会社との連携により適切に実施し

ている。築年数に応じた経年劣化はあるものの、美化・衛生状況は適切に保たれている。施設・設備の修繕に

ついては、優先順位をつけながら年度計画書に具体化させ、個別案件ごとに「協議書」により中野区との協

議・承認に基づき実施している。改善点としては、中・長期修繕計画は策定しておらず、単年度の計画策定と

修繕実績の積み重ねとなっている。施設の老朽化が進んでいることから、中長期的な視点で計画策定を検

討することを推奨する。 

備品管理については、備品台帳に基づき中野区所有の備品と指定管理者所有の備品を棲み分けて台帳管

理している。備品と台帳の照合は年1回行っており、備品の状態も含めて適切に管理をしている。 

危機管理については、危機管理マニュアルを整備し、災害、火災、迷惑行為、不当行為、事故、急病、個人

情報保護等、当施設で発生しうる危機への対応が標準化されている。発生した場合の対応訓練としては、危

機管理研修や防犯研修、消防計画に基づき消防訓練を年2回実施している。 

施設の巡回を定期的に実施しており、巡回表のチェックにより実施の確認をしているが、責任者の最終確

認の押印漏れが散見されている。形式的な運用とならないよう、着実に確認を実施されたい。 

個人情報については、毎年全ての従業員へ再教育を行い、マニュアルの整備や個人情報の台帳管理によ

る適切な管理を行っている。 
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４．利用者満足度の向上 

管理運営の品質向上の取組みとして、内部モニタリングを行っている。日常的には、管理者である所長、

副所長が施設利用報告書や日報等により実施し、担当者レベルで各種の運用シートを用いて実施している。

また、年次や月次で機関会議を開催し事業報告に基づいた確認をしている。定期的に、本社担当者による内

部監査による確認も行っている。 

利用者の要望・意見の把握については、年間を通した「利用者の声」の収集と、講座ごとのアンケートや講

師の振り返りアンケートの実施など重層的な仕組みがあり、運営全般や講座内容の改善を図っていると評価

できる。改善点としては、「利用者の声」が施設の管理運営全般に関するアンケートのような内容となっている

が投函数が少ないため、利用者に直接、調査用紙の配布を行うなどの工夫により、回収数を上げる取組みを

推奨する。また、利用者から寄せられた意見・要望の対応策を公表していない点については、掲示やホーム

ページ等で利用者にフィードバックすることが望ましい。 

施設の情報発信については、中野区報、チラシ・ポスター、ホームページ、施設の SNS、講師の SNS、メ

ールマガジン等の多様な媒体を活用し、情報発信をしている。メールマガジンは登録者数が 1，400 名を超

えており、講座開催の情報や各種のお知らせのほか、中小企業診断士によるコラムといった厚みのある情報

を発信している。各種講座のチラシ・ポスターは、統一したカラーデザインで作成しており、他の団体の講座

のチラシ・ポスターとの差別化が図られ、識別しやすい工夫がされている。講座参加者へのアンケートでは、

認知媒体を調査しており、各種の媒体の有効性を確認しながら情報発信を行っている。 

５．地域との連携やその他の事項 

中野区における中小企業の支援を目的とした情報収集・発信の場として、指定管理者が関連団体に広く呼

び掛け、新ビジネス創造支援ネットワーク会議を開催している。 

地域の防災意識の向上については、東京消防庁との防災訓練や、中野警察署との防犯訓練を通じて連携

を図り、防災や防犯のポスターを定期的に更新している。 

空き空間を活用した地域コミュニティの形成については、区の要望を受け夏季にクールシェアスペースと

してロビー等を地域へ開放したほか、指定管理者のグループ会社の企画による葛飾北斎のデジタルアート

の展示を行っている。また、清掃活動ボランティアとしては、施設周辺におけるクリーンウォークを行ってい

る。 
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Ⅳ.評価項目 

1. 管理運営方針及び管理運営手法 

（１）基本方針及びコンプライアンス 

① 指定管理者としての理念や管理運営方針、サービスの提供に関する考え方を職員に周知している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

S 

【根拠】 

・CSR研修実施計画書兼報告書 

・マナー研修実施計画書兼報告書 

・研修後のアンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者としての運営方針やコンプライアンス等の研修を年1回

行っている。また、研修計画を立て、スタッフの受講状況の確認や

理解が不足しているスタッフへのフォローアップを行い、同年で着

実に研修が完了する仕組みとしている。研修後にはアンケートを行

い、感想や次回の研修への希望等を質問している。 

Ａ 

・全従業員に対し、採用時

研修、及び年一回の CSR

研修で指定管理者としての

運営方針、並びに各種研修

を通して、顧客サービスに

関する周知徹底を実施して

いる。 

 

② 上記の考え方に基づき、職員は行動目標を実行し、確認する仕組みがある 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

月 1 回のミーティング等により、年間の施設の目標を共有してい

る。また、月1回の責任者会議で収支の進捗状況を確認し、所長か

ら一般のスタッフにも内容を説明している。スタッフとの定期面談

も行っており、本社運営部門長や担当課長が一人一人と面談して

いるほか、本社の担当もミーティングに参加し、課題がある場合に

明らかにしやすい仕組みとなっている。 

Ａ 

・各従業員に対し定期面談

等を実施し、当該従業員の

強み・弱みを改善に向け指

導するとともに、定期ミー

ティング等を通して自施設

の年間目標、コンプライア

ンス等の周知徹底を図って

いる。 

 



9 

 

③ 法令や条例、区が定める指針等を職員がいつでも参照できる 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

法令、条例については、所轄ホームページへアクセスして閲覧する

仕組みとしている。中野区からの指示文書や照会文書について

は、回覧する仕組みとしている。 

Ａ 

・中野区条例等に関する中

野区からの指示、または更

新時に合わせ、Web 等の

閲覧、参照をするとともに

全従業員へ必要に応じ周

知・情報共有を実施してい

る。 

・中野区の条例等は発出の

都度従業員に周知をして

いる。 

 

④ コンプライアンスに関して、年1回職員研修を行っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

S 

【根拠】 

・CSR研修実施計画書兼報告書 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

年 1 回、全てのスタッフに対しハラスメント、コンプライアンス、

SDGs、個人情報の取り扱いに関する研修を行っている。合わせ

て指定管理者コメントのとおり、防災リーダー研修、ＬＢＧＴ研修、ビ

ジネスナレッジ研修を実施している。 

Ｓ 

・年一回全社従業員に対

し、ＣＳＲ・コンプライアンス・

情報セキュリティ・個人情報

等の研修を実施している。    

令和4年度：12/12・19 

令和5年度：12/11・18 

・本研修だけでなく下記の

各種研修も実施している。 

①ＬGBＴＱ研修：年1回 

②企業倫理研修：年1回 

③CSR自主学習(オンライ

ンによる)：随時 

 

 

（２）執行体制 

① 適正な経験・資格・能力を有する館長（統括責任者）を配置している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

Ａ 

【根拠】 

・組織運営体制図 

・シフト・勤務ローテーション表 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

前所長にはパブリックビジネスに通じた元役職者を配置しており、

令和 6 年度からは、指定管理者コメントの記述にあるとおり経験・

資格・能力を有する所長を配置している。 

A 

・統括責任者である所長は 

 指定管理者施設の責任者

を初経験であるものの、前

職においては業務、労務管

理の実績を有している。 
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② 適正な経験・資格・能力を有する副館長（統括副責任者）を配置している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

Ａ 

【根拠】 

・組織運営体制図 

・シフト・勤務ローテーション表 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者コメントの記述のとおり、当施設で長期間に渡り勤務

し、経験・資格・能力を有するリーダー的役割を担う従業員を副所

長として配置している。 

Ａ 

・当該施設において実務経

験３年間の従業員を副責任

者として配置しており、行

政やセミナー講師、受講者

との対応、並びに施設維持

管理対応の副責任者として

所長の補佐とした体制を構

築している。 

 

③ 適正な経験・資格・能力を有するリーダーを配置している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

Ａ 

【根拠】 

・組織運営体制図 

・シフト・勤務ローテーション表 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者コメントの記述のとおり、当施設で長期間に渡り勤務し、

経験・資格・能力を有するリーダー的役割を担う従業員を業務責任

者として配置している。 

A 

・実務経験３年以上の従業

員をリーダーとして配置す

るとともに、従業員の異

動・退職等が発生した場合

は、所長・副所長による

OJT を実施、早期の育成

ができる体制としている。 

 

④ 勤務体制は、利用者サービスに支障がないよう適切な人員を配置している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

Ａ 

【根拠】 

・組織運営体制図 

・シフト・勤務ローテーション表 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

所長1名、副所長1名、リーダー1名、常勤社員1名、非常勤社員5

名で、指定管理担当として 9 名を配置している。所長、副所長のほ

か2名のフルタイム勤務のスタッフが4名で、窓口は3名程度とな

るようシフトを組んで業務を遂行している。 

Ａ 

・２階にフルタイム従業員と

パート従業員を合わせて

常時３名、１階に１名を配置

し、利用者の利便性を考慮

した体制としている。 

・従業員の欠務が発生した

場合は、他の従業員・本社

支援担当により適切な支

援対応をとっている。 
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⑤ 事業企画コーディネーターを配置している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・委託契約書（外部コーディネーター） 

・指定・自主事業年間計画 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定事業・自主事業のセミナー企画のテーマ選定や講師の人選に

ついて、専門家である外部コーディネーターの助言や調整を受けて

実施している。 

Ａ 

・セミナー開催に関する相

談、講師等の人選等に関

し、外部コーディネーター１

名と契約し配置している。

また、必要に応じてメール

や電話にて相談や各種調

整を実施している。 

 

⑥ 職員を新規採用する場合は中野区民を積極的に雇用している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者コメントの記述のとおり、一般スタッフのほとんどは中野

区内在住者を雇用している。 Ｓ 

・令和元年 

区内4名、区外2名 

・令和６年 

区内5名、区外1名 

 

従業員の採用に関しては、

中野区在住者の積極的な

採用を心掛けている。 

 

 

（３）報告・連絡体制 

① 各種の会議体を開催し、会議の内容について必要事項を職員に周知している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・責任者会議（本社） 

・維持管理会社サービス向上委員会（四半期に一回） 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

代表団体の指定管理施設の関係者が一堂に会する責任者会議を定

期開催し、必要な情報を従業員に周知している。また、従業員間で

は毎朝のミーティングや定例ミーティングを月１回開催している。構

成団体である株式会社東京アスレティッククラブとの間では定期会

議の仕組みがないため、共同事業体として定期会議の仕組みをつ

くることを推奨する。 

Ａ 

・本社による定期会議(１回

/月)において、社内情報

等の周知や必要な事項が

共有される。それに伴い本

施設では定期会議・毎朝

のミーティング等におい

て、共有すべき事項を適宜

周知している。 

 



12 

 

② 職員が情報共有するための仕組みを構築し、日常的に運用している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・連絡ノート 

・回覧文書 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者コメントの記述のとおり、①～⑤を組み合わせて情報共

有を図っている。資料回覧や連絡ノートは、確認が完了した各従業

員がチェック記録を残している。 

Ａ 

・本社通達事項・中野区事

項等は下記の機会を活用

の上、全従業員に周知して

いる。 

①資料回覧 

②連絡ノート 

③口頭通達 

④電話（緊急連絡網） 

⑤ＳＮＳ（LINE/ｼｮｰﾄﾒｰﾙ） 

 

（４）職員の資質向上 

① 接遇における指定管理者としての心構えを職員が理解し実践しているか確認している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・会議室等受付業務マニュアル 

・会議室等受付窓口手順書 

・１階受付マニュアル 

・施設案内等１階受付業務マニュアル 

・障害者対応基本マニュアル 

・マナー研修実施計画書兼報告書 

・研修後のアンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

従業員は、上記マニュアルに基づき適切な接遇を行い、管理者（所

長、副所長）は実態を把握している。年1回のCS研修においては、

理解が不足している場合はフォローアップの仕組みがある。また、

接遇に関する利用者からのクレームや苦情もみられない。 

Ａ 

・公共施設の管理運営代行

者である指定管理者の責

務として「施設の運営等に

関する業務に関するマニ

ュアル」により、接客方法、

手順等の随時教育を実践

している。また、不適切な

顧客対応、利用者が不快

に感じる様な接遇に関して

は所長・副所長より随時指

導を実施している。 

 

②施設独自の接遇マニュアルを作成している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・会議室等受付業務マニュアル 

・会議室等受付窓口手順書 

・１階受付マニュアル 

・施設案内等１階受付業務マニュアル 

・障害者対応基本マニュアル 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

上記マニュアルを作成、運用している。全てのマニュアルに作成年

月日と改訂履歴が明記されている。それぞれのマニュアルは閲覧し

やすいように設置している。 

Ａ 

・下記のマニュアルを完備 

①受付マニュアル 

②受付手順書 

② 1階受付マニュアル 

④障害者対応基本マニュ

アル 

⑤危機管理マニュアル 

⑥アラート（危機管理） 
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③年間の研修計画を立て、対象となる職員に研修を行っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・CSR研修実施計画書兼報告書 

・マナー研修実施計画書兼報告書 

・研修後のアンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

年間の研修計画に基づき、マナー研修や CSR 研修（ハラスメント、

コンプライアンス、SDGs、個人情報の取り扱い等）の研修を実施し

ている。スタッフの受講状況の確認や理解が不足しているスタッフ

へのフォローアップを行い、同年で着実に研修が完了する仕組みと

している。研修後には職員へアンケートを行い、感想や次回の研修

への希望等を質問している。 

また、ＬＢＧＴ研修等の社会状況に応じた研修も適宜実施している。 

Ａ 

年間事業計画(提案書に記

載)により各年度の研修を

実施している。また、必要

に応じて計画に追加し実

施している。 

・ＣＳＲ研修 

・LGBTQ研修 

・企業倫理研修 

・危機管理研修 

・マナー研修 

・防犯研修 

（ほか、定期ミーティングに

よる随時研修） 

 

④サービス向上委員会を毎月１回開催している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・会議における検討課題 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

施設の日常的な管理運営について、代表団体本社担当者、当該施

設所長、協力会社が参集し月に１回開催している。 

Ａ 

・本社主催の指定管理者施

設責任者会議(月１回)にお

いて、本社担当・当該施設

責任者・協力会社３者によ

り施設維持管理・各種施策

の実施状況・施設運営課題

等を協議の上、課題の改

善を図っている。 
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2. サービス業務 

（１）指定事業 

① 中小企業の経営支援に関する事業を開催している（講座数、内容） 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

・チラシ・ポスター・区報 

・アンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

支援の対象別にテーマを設けて、多様な事業を開催している。アン

ケートでは、参加者の満足度平均は 9 割を大きく超えて、非常に高

い満足度となっている。 

Ａ 

・令和5年度実績：10件 

①補助金 

②助成金 

③営業パーソン育成 

④ＳＤＧｓ 

⑤インボイス 

⑥ＢｔｏＢ 

⑦ＤＸ 

・・・等 

 

 

②創業及び新たな産業創出に関する事業を開催している（講座数、内容） 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

・チラシ・ポスター・区報 

・アンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

対象者別にテーマを設けて、多様な事業を開催している。アンケー

ト結果では、参加者の満足度平均は 9 割を大きく超えて、非常に高

い満足度となっている。 

Ａ 

・令和5年度実績：9件 

①女性の起業 

②ビジネスアイディア 

③創業入門(連続5回) 

 ビジネスコンセプト・収支

計画・事業計画etc. 

④ブランディング 

⑤東京信用保証協会講座 

⑥日本政策金融公庫講座 

・・・等 

 

③勤労者の福利厚生及び健康増進に関する事業を開催している（講座数、内容） 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

・チラシ・ポスター・区報 

・アンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

構成団体である株式会社東京アスレティッククラブが企画運営を担

当し、多様な対象者やテーマにより事業を開催している。アンケート

結果では、参加者の満足度平均は 9 割を超えて、非常に高い満足

度となっている。 

Ａ 

・令和5年度実績：8件 

(東京アスレティッククラブ

主催) 

 

①歩行測定：2回 

②セルフチェック測定会：2

回 

③ヨガ・ストレッチ等：4回 
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④就労支援に関する事業を開催している（講座数、内容） 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

・チラシ・ポスター・区報 

・アンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

対象者やテーマを変えながら事業を開催している。中でもシニアを

対象とした再就職の参加率が非常に高い。テーマによっては参加者

が少ない事業があるが、区内のほかの機関とのバランスを取り調

整しながら実施をしている。アンケートでは、参加者の満足度平均

は9割を大きく超えて、非常に高い満足度となっている。 

Ａ 

・中野区・ハローワーク新

宿・社会福祉協議会・東京

しごと財団等の各団体と連

携して実施している。 

 

令和5年度実績：5件 

①職務経歴書：1件 

②シニア就労：１件 

③女性就労：1件（連続3

回） 

 

 

⑤ 指定事業関連の事業は参加者数や満足度等の目標を達成している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

・チラシ・ポスター・区報 

・アンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

事業総数40件、全体の満足度3718%、平均97.8%、 

事業全体の申込者数は延べ 1,102 人、参加者数は延べ 1,121 人

で、目標としていた1,100人を上回り、達成率102%となっている。

参加者の満足度は平均すると9割を大きく超え、非常に高い満足度

となっている。 

Ａ 

・参加者数及び満足度、共

に達成できていると判断す

る。 

 

令和5年度実績(対目標

値) 

・参加者数：1,102人 

(+0.01%) 

・ 満 足 度 ： 98.0%(-

0.2%) 

 

⑥経営相談は相談件数の目標数を達成している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

S 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

令和5年度の相談件数は 177件となっており、目標の 49件を大

きく上回り、目標の達成をしている。講座参加者の中から経営相談

に結びつくケースもあり、各種の事業の連携が上手く機能している

と評価できる。 

S 

・行政と確認した年間事業

計画（目標値）を達成して

いる。 

 

令和５年度実績：177件 
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⑦創業相談は相談件数の目標数を達成している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

S 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

令和5年度の相談件数は74件となっており、目標の39件を大き

く上回り目標を達成している。講座参加者が相談に結びつくケース

もあり、各種の事業の連携が上手く機能していると評価できる。 

Ａ 

・行政と確認した年間事業

計画（目標値）を達成して

いる。 

 

令和５年度実績：74件 

 

⑧貸室業務は利用者人数や稼働率等の目標数を達成している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

・令和５年度の利用人数は 64,977 人となっており、目標の

65,500人には達していないが、稼働率は44％から上昇している

ことから、目標を達成していると判断した。 

Ａ 

・年間事業計画（対目標値）

について、使用人数は微減

しているが施設稼働率は

増加しており、達成してい

ると判断する。 

 

令和5年度実績 

・使用人数：64,977人

(-0.99%) 

・施設稼働率：

49.0%(+5%) 

・施設稼働率内訳(目標

値なし) 

①会議室 

利用件数：3,630件 

稼働率：48.1％ 

②体育施設 

利用件数：1,382件 

稼働率：66.7％ 

 

  



17 

 

 

（２）自主事業 

① 指定事業を補完するための講座を開催している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・自主事業計画・報告書 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

・チラシ・ポスター・区報 

・アンケート結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

多様な対象者やテーマにより事業を開催している。自主事業の申込

者数は延べ 139 人、参加者数は延べ 152 人となっている。アンケ

ート結果では参加者の満足度平均は 9 割を超えており、非常に高

い満足度となっている。 

A 

・令和5年度実績：「中小企

業の経営支援に関する」指

定事業の補足講座 5 件、

「創業及び産業創出に関す

る」指定事業の補足講座 4

件、計 9 件を開催してい

る。 

 

 

②自主事業に要する経費は自主財源（自動販売機、スポーツ用品の販売、コピーサービス）を充当している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・中野区産業振興センター事業報告書「自主事業の収支計画状況」 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者のコメントのとおり、自動販売機、傘販売、コピーサービ

スの収入を自主事業の経費に充当している。 Ａ 

自主事業に要する費用

として、 

①自動販売機 

②傘の販売 

③利用者ｺﾋﾟｰｻｰﾋﾞｽ 

等の収入を充当してい

る。 

 

③中野フリーWi-Fiシステムを推進するため区内の他の指定管理施設との連携を推進している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・掲示物 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

館内に Wi-Fi を設置し、無料でインターネットにアクセスできるよ

うにしている。 A 

・中野フリーWi-Fi(SSID：

nakano-sanshin) を 自

主事業として提案のうえ設

置し、利用者へ提供してい

る。 
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④清掃活動ボランティアを行い地域の環境美化に貢献している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・ポスター掲示 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者のコメントのとおり、巡回時には指定のジャケットを着用

し、敷地外も含めて施設周辺のクリーンウォークを実施している。 
A 

・１日３回の巡回時のゴミ拾

いのほか、午後に 1回、複

数人による敷地外までを

含めた清掃活動を行って

いる。 

・ゴミの放置や煙草のポイ

捨て防止のポスターを適

宜掲出し、来館者にも配布

物で注意喚起を行うことに

より、利用者も巻き込んだ

美化に努めている。 
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3. 施設の管理業務 

（１）維持管理 

① 開館・閉館に伴う手順が明確になっており、滞りなく実施しているか確認する仕組みがある 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・施設運営に関わるマニュアル 

・施設利用・利用料日計表・報告書 

・施設管理日誌 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者コメントのとおり、上記マニュアルにより開館・閉館の手

順が明確になっている。施設管理日誌においては、利用団体や利用

人数、管理の状況、備品の不具合や利用者の問い合わせ等につい

て記入する欄で確認があり、利用料金は担当者が日計表を集計し、

出納責任者である所長及び会計責任者が確認をしている。 

Ａ 

・施設運営に関わるマニュ

アルを完備し、全従業員が

実施可能な体制としてい

る。また、開館・閉館の時間

は施設のカギ管理簿等に

より各時間の適正性を所

長等が確認・検証を実施し

ている。 

 

②日常清掃及び定期清掃を実施し、目に見る限り、汚れ、埃、ゴミ等が無く、不快感を与えず、衛生的な状態を保

っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・清掃作業日誌（日常清掃） 

・トイレ清掃チェックシート 

・特別清掃報告書（10月22 ・21日実施） 

・目視 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

日常清掃は、清掃作業日誌に清掃箇所・作業内容のチェックシート

があり、実施状況を確認している。特別清掃は、床面、ガラス、ブラ

インド、カーペット体育館の照明・壁・天井・窓枠の清掃を行ってい

る。施設内を目視で確認したが、清掃が行き届き衛生的な環境が保

たれている。 

Ａ 

・日常清掃は協力会社へ

委託するとともに施設内の

ゴミ等は発見次第、全従業

員が迅速に対応する教育

を実施している。なお、年

末年始・休日以外は毎日

清掃を実施。 
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③日常点検はマニュアルやチェックシートを用い、標準化された視点で巡回をしている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・機械運転日誌   ・電気運転日誌   ・簡易水道記録 

・消防器具点検票・管理票   ・屋内消火栓設備点検票    

・自動火災報知設備点検票   ・非常警報器具及び設備点検票 

・非常放送設備点検記録表  ・誘導灯及び誘導標式点検票 

・排煙設備点検票  ・非常電源点検票 

・防排煙制御設備点検票    

・受付巡回記録  

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

施設設備点検は、上記のとおり各種点検票を用いて委託会社によ

る点検を実施している。施設巡回は所長、副所長及び受付担当従業

員が１日に３回程度実施し、巡回表に実施事項の記入と巡回者の押

印をしている。 

Ａ 

・「機械運転日誌」「電気運

転日誌」を活用して定めた

時間毎にチェック、記入し

ている。 

・巡回は受付担当が、定期

巡回を（最低３回/日）実施

している。 

 

④修繕は緊急度や金額等により優先順位を付け、年度の施設維持管理計画を立てている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・工事管理簿 

・注文請書 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

年度計画段階で修繕が必要な施設設備を一覧表にし、優先順位や

年度途中で発生した緊急性の高い事案から修繕を実施している。

誘導用ブロック補修や消防設備法定点検に基づく是正事項箇所、

卓球台ネット等の修繕を行っている。 

Ａ 

・修繕計画に関しては年度

計画作成時点においてプ

ライオリティをつけた実施

計画となっている。また、

実施済修繕状況に関して

は、月次報告書にて中野

区へ報告を実施 

 

 

⑤中・長期的な修繕計画を策定し、年度の維持管理計画に反映している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

B 

【根拠】 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

・修繕計画一覧表 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

修繕計画一覧表に基づいた単年度の計画策定と修繕実績の積み重

ねとなっており、中・長期的な修繕計画としては不十分である。 

Ｂ 

・各年度の事業計画作成時

点で中野区と協議の上、当

該年度で実施するもの、

指定管理期間内で実施す

るもの、また中野区へ実施

を依頼するもの等を選別

した計画を作成している。 
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⑥備品台帳を作成し、状態の確認や定期的に台帳を更新している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・備品現況調査票（指定管理者に帰属する備品） 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者保有備品について、台帳に基づき識別番号を付した備

品シールを備品に貼付している。区の備品については、自己点検と

して備品の確認を行っている。 

Ａ 

・区の備品は、「備品台帳」

により自己点検を実施。 

 

・自社持込み備品等も、台

帳管理を行い、年１回「棚

卸し」を実施。 

 

⑦委託業務について適切な契約を行い、業務の履行確認や指導をしている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・保守業務年間日程 

・請求書  ・契約書 

・エレベーター作業報告書 ・中野区産業振興センターインスペクシ

ョンシート・空調機械設備保守点検報告書 

・温水ボイラー温水発生器保守点検票  ・簡易専用水道検査業務 

・ゴミ排出量の記録 

・機械設備保守点検業務報告書（機械運転日誌） 

・電気設備保守点検表（電気運転日誌） 

・吸収式冷温水発生器保守点検表・防除施工報告書 

・樹木剪定・除草草刈作業報告書 

・中野区産業振興センター作業予定表 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

個々の委託業務については委託契約書に基づき実施しており、施

設責任者による履行状況の確認を行っている。委託先監査は指定

管理者の部門で包括的に行っているもので施設単独ではないが、

これまでに指摘事項はないとのことであった。 

Ａ 

・当社の委託契約規定に基

づき、下請法等の関連法

規を遵守の上、社内決済

後契約を締結。履行確認

に関しては、所長等施設維

持責任者が確認するとと

もに、年１回「委託先監査」

を実施し、委託先の契約等

の適正性を検証している。 
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（２）危機管理 

① 事故対応、災害発生、急病人発生等の総合的な危機管理マニュアルを整備している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・危機マニュアル 

・Jアラートが流れたときの危機管理マニュアル 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

危機管理マニュアルは、ハートフルサポート共同事業体として作成

し、令和6年4月 1日に改訂している。設備備品の故障、急病、個

人情報、人権やプライバシーの侵害、ストーカー・付き纏い、痴漢等

の発生しうる多様な危機について整備している。 

Ａ 

・「危機管理マニュアル」で

下記項目を整備している。 

①災害・火災 

②迷惑行為者 

③不当行為（110 番通報

等） 

④事故・設備等の故障 

⑤急病 

⑥盗難 

 

②施設で想定されるリスクに対する危機管理研修を実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

マニュアルを活用した危機管理研修や、携帯の配信機能を使った

安否確認訓練、中野警察署の指導による防犯訓練を行っている。 

A 

・自然災害を含めたリスク

に備えた研修を下記のと

おり実施している。 

特に、自衛消防訓練と防犯

研修については消防署・警

察署と連携し、プロの視点

による評価や研修を受け

ている。 

・自衛消防訓練：年2回 

・AED操作訓練：年1～2

回 

・危機管理研修：年1回 

・防犯研修：年１回 

・安否確認訓練：年3回 
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③事件・トラブルを未然に防止するため、職員による定期的な巡回をしている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

B 

【根拠】 

・施設受付巡回表 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

施設巡回は１日に３回程度実施し、巡回表に実施事項の記入と巡回

者の押印をしているが、責任者の最終確認の押印漏れが散見され

ている。形式的な運用とならないよう、着実に確認をされたい。ま

た、警察署が月 1 回程度来訪しており、日頃から連携が取れてい

る。 

Ａ 

・所長・副所長及び受付担

当が開館時間内に定期巡

回(３回/日)を行い、｢施設

受付巡回表｣に記入してい

る。 

 

④施設で起こりうるリスクを定期的に把握・特定し、対応策を講じている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・施設受付巡回表 

・連絡ノート 

・月次報告書 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

日常的な施設巡回において、施設内の危険個所の把握に努めてい

るほか、日々のミーティングや連絡ノートにおいて、危険箇所や起こ

りうるリスクについて従業員間で共有している。 

A 

・開館時間内に所長・副所

長及び受付担当者等によ

り、施設の定期巡回を実施

の上、施設内の危険個所

等を適切に把握し、各従業

員へ共有するとともに改善

に向けた検討を随時実施。

また閉館時にはセコムによ

る機械警備を実施してい

る。 

 

⑤防災訓練を実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・消防計画 

・事業所防災計画（帰宅困難者対策） 

・自衛消防隊訓練通知書 

・中野区産業振興センター防災（消防）訓練（案） 

・消防・防災訓練のご案内（入居団体向け） 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

施設内の入居団体と合同で、消防訓練と合わせて、AED 操作訓

練・救命訓練を行っている。 

Ａ 

・従業員と利用者の安全確

保を意識して、年2回の防

災訓練を実施している。 

 

令和5年度：6月・10月 
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⑥地域の防災訓練等に積極的に参加している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

C 

【根拠】 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

地域における防災訓練等の情報が得られていないため参加してい

ないが、実施する計画があれば積極的に参加したいとのことであっ

た。 

Ｃ 

・今年度は地域の防災訓

練等には参加していない

が、次年度以降の参加を

検討する。 

 

⑦所轄警察署と連携し、防犯訓練を実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

当施設において適した訓練内容を検討し、中野警察署の指導でさ

すまたの使い方等の防犯訓練を行っている。 A 

・従業員と利用者の安全確

保を意識して、年１回の防

犯訓練を実施している。 

 

令和5年度：12月 

 

⑧各種の重大な事故に対応できる損害賠償保険に加入している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・賠償責任保険証券 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

対人では、１名につき１億円を上限、１事故につき１０億円を上限、対

物では、１事故につき２千万円を上限とした賠償責任保険に加入して

いる。 

Ａ 
・指定管理者施設賠償責任

保険へ加入済(毎年更新) 
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（３）個人情報保護 

① 個人情報保護方針を周知徹底している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・テルウェル東日本プライバシーポリシー 

・個人情報保護編（令和6年3月28日制定） 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者のコメントのとおり、職員への周知を行っている。またコ

ンプライアンス研修において、個人情報も含めた説明を行ってい

る。 

Ａ 

・テルウェル東日本・NTT

グループの個人情報保護

方針の最新版を電子ファイ

ルでの共有、口頭通知に

て周知徹底している。 

 

②個人情報保護マニュアルを策定している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・危機管理マニュアル 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

危機管理マニュアル内に、個人情報保護の項目を設けて策定して

いる。 Ａ 

・中野区産業振興センター

危機管理マニュアルの項

にて策定している。 

 

③個人情報の取扱いについて、職員研修を年１回実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・CSR研修実施計画書兼報告書 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

年 1 回、全ての従業員にCSR研修を行っており、その中で個人情

報の取り扱いについても説明している。 Ａ 

・毎年必須で実施のＣＳＲ

研修等の中で個人情報保

護研修を実施している。 

・個人情報保護の理解は

各業務にて必要であり、各

種ミーティング等を利用

し、随時従業員教育を実施

している。 
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④「個人情報取扱い事務のガイドライン」に則った個人情報の運用を行っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・情報資産（個人情報など）受領記録簿（標準） 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

取り扱う利用者の個人情報は紙媒体となっており、ファイリングして

施錠管理を行っている。従業員等を含めた個人情報は台帳化し（目

的、氏名、媒体等）、管理方法を定めて運用している。 

Ａ 

・当社・中野区の個人情報

保護方針、及び規定に基

づき個人情報の運用を実

施している。 

 

⑤個人情報管理の管理運用に関する内部監査を実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・監査状況の報告書 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

社内の業務監査を 2年に 1回行っており、情報セキュリティについ

ても確認を受けているが指摘事項はない。 Ａ 

・毎年１回本社法務考査室

により社内業務監査にお

いて、個人情報保護・情報

セキュリティ保護・人権・環

境保護等の遵守状況の監

査を実施している。 
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4. 利用者満足度の向上 

（１）内部モニタリング 

① 職場内モニタリングを日次で行っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・施設利用報告書 

・利用者の声（一言カード） 

・連絡ノート 

・朝のミーティング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者コメントのとおり、日報や各種の業務チェックシート、連

絡ノート等で日常的な管理運営全体のモニタリングを実施してい

る。 

A 

・日常業務は、施設利用報

告書で所長等が日次の実

施状況を確認している。 

 

また、連絡メモ（口答）等で

の報告事象は、対応状況

をその都度確認している。 

 

②担当者モニタリングを定期的に行っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・自主点検指示書兼結果報告書 

・施設受付巡回表 

・作業完了報告書 

・施設管理日誌 

・施設利用・利用料日計表・報告書 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

担当者は、上記の各種運用記録シートを用いてモニタリングを実施

している。 

A 

・巡回点検シート、作業 

完了報告書に基づき、内

容、履行状況確認を実施。 

また、クレームは発生の都

度、区と調整し対応してい

る。 

・施設利用料の釣銭等の

金銭確認は、本社担当者

による自主点検を実施し

ている。(１回/月) 

 

③企業モニタリングを定期的に行っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・月次報告書 

・監査模様の報告書 

・年間事業報告書 

・月次事業報告書 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

当該施設の本社担当者が日常的にモニタリングを実施している。ま

た、管理運営全般や個人情報保護の運用状況等について、2 年に１

回、内部監査を実施している。 

A 

【月次】 

・本社担当部署と月次報告

書で業務の執行状況の確

認を実施している。 

 

【年次】 

本社担当部署と年次報告

書で業務の執行状況の確

認を実施、及び社内業務

監査により業務実施状況

を監査実施している。 
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（２）利用者の要望・意見の把握 

① 施設の利用者に対するアンケートを年２回実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

C 

【根拠】 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

施設運営全般についての施設利用者アンケートは実施していない。 

B 

・「利用者の声」を入口に設

置し、利用者の意見を随時

入手している。また内容に

より運営・施設利便性向上

に反映している。なお、利

用者の声は月次報告で中

野区へ報告の上、指示を

仰いでいる。 

 

②講座毎に参加者に対するアンケートを実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・講座参加者へのアンケート集計結果 

・講座前後の振り返りシート 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

参加者の属性や認知方法、参加理由、今後の希望、満足度等を把握

するため、アンケートを実施している。また、講座によっては講座前

後の振り返りシートを作成し、“講座に期待したいこと”、“受講して

得られた結果”、“講師への質問”などを取りまとめている。 

Ａ 

・全講座についてアンケー

トを実施、コーディネータ

とも連携し、翌年講座への

反映を行っている。 

 

③メッセージボックスを設置し、利用者の声を広く収集している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・利用者の声集計結果 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

受付付近に「利用者の声」を集める投函箱・意見用紙を設置し、施設

の使いやすさや職員の対応、今後の利用希望等の利用者の声を収

集している。サンプル数は令和5年度は8件、令和6年度は5件

となっている。 

A 

・１階受付と２階受付に「利

用者の声」を随時設置し、

収集に努めている。また、

必要な要望には随時対応

している。 
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④アンケート結果における利用者の評価は目標を達成している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

B 

【根拠】 

・講座参加者へのアンケート集計結果 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

講座参加者へのアンケートでは満足度が9割以上となっており、非

常に高い評価を得ているといえる。 

一般の施設利用者へのアンケートは、指定管理者のコメントのとお

り実施していない。「利用者の声」が施設用利用者へのアンケートと

同等の内容となっているが投函数が少ないため、利用者へ調査用

紙の配布を行うなどの工夫により、回収数を上げるよう取組まれた

い。 

Ｃ 

・アンケート未実施のため

評価の目標値等は設定し

ていない。次年度より実施

の方向。 

 

⑤利用者から寄せられた意見や要望に対応をしている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・連絡ノート 

・利用者の声 

・講座参加者へのアンケート集計結果 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

講座参加者へのアンケートは集計・分析し、企画内容に反映させて

いる。利用者の声の意見は、対応が可能か検討した上でできること

については反映させいる。 

Ａ 

・利用者の声で寄せられた

意見等は施設運営の利便

性向上、及び施設修繕等

に反映している。また、月

次報告書にて中野区へ報

告した。 

 

⑥利用者から寄せられた意見・要望の対応策を公表している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

C 

【根拠】 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

寄せられた意見・要望は公表していないため、掲示やホームページ

等で利用者にフィードバックすることが望ましい。 B 

・中野区への月次報告書に

て報告している。当該施設

ホームページ等での公表

はしていない。 
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（３）施設の情報発信 

① 多様な媒体を活用した広報活動を推進している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・左記、指定管理者コメントで記載されている各種媒体 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

多様な広報媒体を活用し、指定事業、自主事業等を広く区民に広報

している。講座参加者へのアンケートでは認知媒体を調査してお

り、調査結果を広報展開に役立てている。 

Ａ 

・なかの区報：月2回 

・ホームページ 

・X（Twitter） 

・メールマガジン：月2回 

・チラシ/ポスター館内設

置・掲示 

・チラシ・ポスターの関連団

体への掲示依頼 

・区内商店街へのチラシ郵

送 

 

②関連団体と連携し、相互に情報収集・発信を行っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・新ビジネス創造支援ネットワーク会議資料 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

区内の中小企業の発展のための情報収集・発信を目的として、「新

ビジネス創造支援ネットワーク会議」を開催し、情報交換を行ってい

る。令和4年度3回、令和5年度1回、令和6年度は開催されて

いないため開催の働きかけをしている。 

Ａ 

・新ビジネス創造支援ネッ

トワーク会議を実施（３回/

年） 

①中野区（産業振興課） 

②東商 中野支部 

③中野区商店街連合会 

④西武信用金庫 

⑤中小企業診断士 

⑥日本政策金融公庫 

 

③ホームページの改修や日次での情報更新を行っている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・ホームページ 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

ホームページの更新は、左記指定管理者コメントの内容に基づき、

指定管理者が修正原稿を作成し、協力会社が適宜ホームぺージを

修正、更新してタイムリーにアップしている。 

Ａ 

・なかの区報と同期を取っ

て講座情報を適宜アップし

ている。 

・体育館の個人利用可能

日を月～金曜に配信更新

している。 
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④起業や施設に関する情報等をメールマガジンで月1～2回程度配信している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・メールマガジン 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

毎月 2 回、メールマガジンを配信しており、登録者数は訪問調査時

点で 1,409 名となっている。講座開催の情報や各種のお知らせの

ほか、中小企業診断士によるコラムで経営のヒントを掲載している。 

Ａ 

・産業振興センターのメー

ルマガジンを月２回（中旬/

下旬）に配信している。 

①講座情報 

②都・区からのお知らせ 

③融資関係のお知らせ 

④経営アドバイス 

⑤その他（最低賃金のお知

らせ）   等 

 

⑤区報を活用した情報発信や作成したチラシの配布による情報発信をしている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・区報 

・講座参加者へのアンケート 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

各種の講座情報は、区報やチラシ、SNS等で情報発信をしている。

講座参加者へのアンケートでは認知媒体の調査を行っており、媒体

の有効性を確認しながら情報発信を行っている。 

Ａ 

・区報に約２か月前を目途

に講座開催に関する情報

の掲載を実施。 

 

 

⑥館内掲示は頻度の高い情報発信や掲示内容の刷新等を実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・チラシ 

・ポスター 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

各種講座のチラシ・ポスターは、統一したカラーデザインで作成さ

れ、他の団体の講座のチラシ・ポスターと差別化が図られている。ま

た、チラシの配架や掲示などについても、見るものが識別しやすい

ように工夫されている。 

Ａ 

・随時、ポスター/チラシを

掲示し内容を更新中。 

①センター主催講座 

②中野区主催講座 

 中小企業の創業/経営に 

 即しなくとも区から依頼

分は掲示している 

③関連団体主催講座 

④都・国の主催講座 
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5. 地域との連携やその他の事項 

（１）地域との連携 

① 地域の関係団体等と連携する仕組みが構築されている 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・新ビジネス創造支援ネットワーク会議議事録 

・新ビジネス創造支援ネットワーク会議資料 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者としては新ビジネス創造支援ネットワークを介して、連

携を深めていきたい意向があるが、指定管理者のコメントにあると

おり、定期開催が令和5年度より保留となっている。 
Ａ 

・新ビジネス創造支援ネッ

トワーク会議を実施（3 回/

年） 

 

令和4年度：計3回 

令和5年度：計1回 

令和6年度：未実施※ 

※行政都合により、開催さ

れていない。 

 

下記は参加団体 

①中野区（産業振興課） 

②東商 中野支部 

③中野区商店街連合会 

④西武信用金庫 

⑤中小企業診断士 

⑥日本政策金融公庫 

 

② 空室を活用し、地域コミュニティの形成を推進している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・目視 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

指定管理者のコメントのとおり、空き空間の地域への開放や、指定

管理者のグループ会社の企画による葛飾北斎のデジタルアートの

展示を行っている。 

Ａ 

・行政からの要望を受け、

ロビー及び飲食スペース

を夏季のクールシェアス

ペースとして地域に広く開

放した。 

 

・葛飾北斎のデジタルアー

トを３週間展示し、利用者

から共感を得た。 

（アンケート数112件） 
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③ 地域の防災意識を向上させる取組を実施している 

自己評価 第三者評価 

評価基準 指定管理者のコメント 【評価基準】 

A 

【根拠】 

・ポスター掲示 

・ヒアリング 

【評価結果の説明・課題と推奨事項】 

東京消防庁や中野警察署からの防災や防犯のポスターを掲示し、

地域の安全について意識啓発を図っている。 

A 

・東京消防庁からの啓蒙ポ

スターやチラシの掲示を

実施している。 

 


